
はじめに

２０１１年度は新たに３つのコンテンツ（電子教材）付き

コース，２つの病院長挨拶（２０１１年５月新年度用および

２０１２年１月新年用）を作成，既開講コースの改版も行っ

た．

以下，４９コースの修了状況を中心に報告する．

対象と方法

NEC 社製 e-Learning システム Cultiiva Ⅱを病院情報

システムネットワークに接続，昨年度までと同様に e-

Learning の環境を整備した１）２）３）４）５）６）．管理部はイ

ンターネット接続（システム・テクノロジー・アイ社製

e-Learning システム）４）環境により受講している．開講

コースはアンケート１コース（No.７『意向調査』を含

む）を含む４９コースであった．

コンテンツ付きの No.２，２０，３３は２０１１年度の新規コ

ンテンツ作成コースである．また，No.４５『心肺蘇生研

修』はガイドラインの改訂にともない，内容が更新され

た．昨年度に引き続き，安全関係，感染関係のコースは

病院勤務職員に対して求められる必須研修の一部として

位置づけられ，一回目の未修了者に対して，再開講がお

こなわれた．

No.２『市民総合医療センターの目指すもの～第２期

中期計画（２０１１年度版）』は横浜市立大学附属市民総合

医療センターを含めた横浜市立大学の第２期中期計画が

２０１１年度から始まるため，この計画や目標について当院

に勤務する全職員に周知し，目指す姿を共有する目的で，

経営企画担当により作成された．

その他，例年同様，必要に応じて既作成コースの改版

が行われた．No.１７から No.２０までは新採用者向けに３ヶ

月間，開講したコースである．リスクマネージャー（含

む安全管理委員）向け，研修医向け確認テストのみの

コースは昨年同様の様式で，ほぼ毎月開講した．開講期

間も新規採用者向けの一部を除いて，これまで同様，３

週間強とした．

また，２０１１年度末には，次年度からいわゆる電子カル

テの導入を含む病院情報システムの全面更新にともな

い，e-Learning の使用ソフトがシステム・テクノロジー・

アイ社製 e-Learning システムに統一されるための移行

作業が進められた．
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YUMESUMA e-Learning 企画実施担当

要 旨：２０１１年度，当院において開講した YUMESUMA e-Learning（Yokohama City University Medical

Center, Medical e-Learning System）４９コース（アンケートコースを含む）の修了状況および年間の運

用状況など概要を報告する．
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